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構成 

効果 

検知センサ 
●独自のＦＭ検波回路を用いて周波数の変調を高品質に検知する検知センサ 

❶技術分野 

本発明は、周波数変調信号を検波する検波回路を利用した検知センサに関する。 

❷発明の背景と目的 

従来の技術では、一次側の入力回路と二次側の出力回路とがキャパシタを介して電気的に接

続されているため、検波回路の後段側に発生する不要な高周波雑音を前段側に伝達してしまい、

回路全体の性能を低下させてしまうという課題を有する。また、特許文献１（特開平８－９４

７６２号公報）に示す技術は、人体の接近による周波数の変調を検知するものであるが、具体

的なＦＭ検波回路の構成などは開示されておらず、上記のような課題を解決できるものではな

い。本発明は、従来にないＦＭ検波回路を用いて周波数の変調を高品質に検知する検知センサ

を提供する。 

❸発明の構成と効果 

開放された２つの入力端１１ａ，１１ｂに接続される第１のインダクタ１２を有し、夫々

の入力端１１ａ，１１ｂで勾配を有する波形の外部信号を検知する検知回路１００と、第１

のインダクタ１２を一次側として磁気結合する第２のインダクタ２１を有し、当該第２のイ

ンダクタ２１の中間タップに一端が接続される遅延回路を構成する第３のインダクタ２３が接続さ

れると共に、第２のインダクタ２１の各両端子２１ａ，２１ｂに各々順方向にダイオード２４ａ，

２４ｂが接続され、当該各々のダイオード２４ａ，２４ｂの他の端子２５ａ，２５ｂと第３のイン

ダクタの他の端子２６とが各々インピーダンス特性を有する素子２７ａ，２７ｂ，２８ａ，２８ｂ

を介して接続され、ダイオードの他の端子２５ａ，２５ｂから入力端１１ａ，１１ｂで検出した検

知信号を出力する出力回路２００とを備える。 

本発明に係る検知センサにおいては、前記インピーダンス特性を有する素子が、コンデン

サと抵抗との並列回路を構成しているため、積分回路が形成されて確実に信号検知すること

ができるという効果を奏する。 

               
                     


